
１ 平成３１年４月１日から令和元年９月３０日までの財政の状況  

（１）財政の動向  

令和元年度の流山市 一般会計歳入歳出予算総額は 、６００億  

６，７００万円であり、平成３０年度の５５４億８，５００万円に

比べ、４５億８，２００万円、約８．３％の増額となっている。  

主な増額の要因としては、子育て世代を中心とした人口増加に対

応するための子育て、教育環境の整備、高齢者の増加に伴う社会保

障費が増大したため、民生費は前年度比１９億４，８８５万９千円、

教育費は２５億７，７３５万７千円の増額となったことによるもの

である。  

また、６月に行われた流山市議会第２回定例会において、本年

１０月１日に施行の消費税率１０％への引上げによる消費への影

響緩和対策として実施するプレミアム付商品券の販売関連経費や

子どもの貧困に対応するための臨時・特別給付金に要する経費、流

山小学校区に新たな学童クラブを創設するための事業費などを新

たに計上するほか、前年度からの繰越額を含めると、９月末の予算

現額は６２０億６，９２８万２千円となっている。  

なお、上期における予算現額を前年の９月末現在のものと比較す

ると、歳入では、納税義務者数や新築家屋等の増加などから市税は

１３億２，１７５万１千円増額、市債は新設小学校建設事業債や学

校用地取得事業債などの発行に伴い、１１億７，１００万円の増額

となっている。  

また、歳出においては、子育て世代の人口増加に伴う子育て施策

に関連する経費により、民生費が２３億２，０８２万円の増額、ま

た、新設小・中学校に係る用地の購入や建設事業の実施により、教

育費が３０億５，４１８万７千円の増額となり、前年９月末現在と

比べて５４億１，７２４万３千円の増額となっている。  

一般会計と特別会計の９月末現在の執行状況は（３）収入及び支

出の概況のとおりである。  


